
福岡県労働組合総連合 第131号（1）　2017 年 9 月 25 日

９月号
№131

2017
092-433-1833

　812-0016　福岡市博多区博多駅南
1－9－8　ケイ・アイビル 2F

092-433-1822

福岡県労連 検　索検　索検　索

　

福
岡
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
は
、
最
低
賃
金
を
７
８
９

円
に
す
る
答
申
を
８
月
7
日
福
岡
労
働
局
長
に
対
し
て
答

申
を
行
い
ま
し
た
。
低
額
改
定
に
対
し
て
、
県
労
連
は
、

た
だ
ち
に
異
議
の
申
し
立
て
を
行
い
ま
し
た
。
10
月
1
日

か
ら
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

み な さ ん の ご 協 力 を

中
央
も
地
方
も
審
議
会
が
形
骸
化

最
賃
は
生
活
保
護
水
準
以
下
？

いよいよ「最低生計費試算調査」が
 始まります！

ホームページ　単産・単組の専用ページパスワード：yatoukyoutoushouri（10/1～10/31）

東京都と地方の格差はさらに拡大

福岡県何でもファイブ  【産業別就業人口比率（%）第１次】 第1位：八女市 21.3%　第2位：東峰村 16.6%　第3位：みやま市 15.9%　第4位：うきは市 15.5%　第5位：朝倉市 14.9%　平成22年「国政調査報告」（総務省）

が
、
こ
れ
は
安
倍
政
権
が

す
す
め
る
「
働
き
方
改
革

実
行
計
画
」
に
盛
り
込
ま

れ
た
、
最
低
賃
金
を
毎
年

3
％
引
き
上
げ
て
１
０
０

０
円
に
す
る
と
し
た
内
容

に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、

4
つ
の
地
方
最
低
賃
金
審

議
会
以
外
は
目
安
通
り
の

答
申
を
し
て
い
る
こ
と
を

見
れ
ば
、
中
央
も
地
方
も

審
議
会
が
形
骸
化
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が

あ
り
ま
せ
ん
。

す
。
実
質
可
処
分
所
得
と

比
較
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
過
去
、
政
府

の
国
会
答
弁
で
も
同
様
の

見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

本
来
最
低
賃
金
は
、
憲

法
25
条
に
基
づ
き
、
最
低

賃
金
法
に
も
規
定
さ
れ
て

い
る
と
お
り
、
労
働
者
が

「
健
康
で
文
化
的
な
最
低

限
度
の
生
活
を
営
む
こ

と
」
を
保
障
す
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の

上
で
事
業
者
の
支
払
い
能

力
に
問
題
が
あ
れ
ば
、
法

27
条
に
も
あ
る
様
に
行
政

が
支
援
す
る
と
い
う
も
の

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

２
０
０
６
年
に
京
都
で

ス
タ
ー
ト
し
た
全
労
連

「
最
低
生
計
費
試
算
調
査
」

は
、
昨
年
北
海
道
（
札
幌

市
）、岩
手
県
（
盛
岡
市
）、

福
島
県
（
福
島
市
）、
静

岡
県
（
静
岡
市
）、
新
潟

県
（
新
潟
市
）、
愛
知
県

（
名
古
屋
市
）、広
島
県（
広

島
市
）
で
行
わ
れ
、
最
低

賃
金
の
改
定
の
運
動
に
、

ま
た
公
務
員
賃
金
確
定
時

の
標
準
生
計
費
や
地
域
手

当
の
な
ど
の
資
料
に
対
し

て
、
格
差
の
解
消
や
民
間

労
働
者
の
賃
金
闘
争
で
の

生
計
費
原
則
の
主
張
に
大

き
く
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
労
連
で
は
、
今

秋｢

最
低
生
計
費
調
査
」

に
取
り
組
み
ま
す
。今
回
、

福
岡
市
や
北
九
州
市
の
み

な
ら
ず
、
県
内
各
地
の
調

査
を
全
労
連
傘
下
の
組
合

員
を
は
じ
め
と
し
て
、
調

査
を
行
う
こ
と
に
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

　

一
般
の
労
働
者
の
生
活

を
基
準
と
し
て
、
多
く
の

人
々
が
享
受
し
て
い
る
生

活
が
す
べ
て
の
国
民
に
保

障
さ
れ
る
べ
き
と
し
て
、

ま
た
、
人
前
で
恥
を
か
か

ず
に
尊
厳
を
も
っ
た
社
会

生
活
が
保
障
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
と
し
て
、
憲
法
25

条
の
「
健
康
で
文
化
的
な

最
低
限
度
の
生
活
」
を
最

低
生
計
費
と
し
て
調
査
・

試
算
し
、
地
域
格
差
の
解

消
や
年
金
や
生
活
保
護
の

違
憲
訴
訟
に
も
活
用
し
ま

す
。

　

調
査
は
、「
生
活
実
態

ア
ン
ケ
ー
ト
」
と
「
持
ち

物
財
調
査
」
の
二
つ
の
調

査
票
の
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。
役
員
か
ら
お
願
い

を
さ
れ
ま
し
た
ら
、
嫌
な

顔
を
せ
ず
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

福
岡
県
労
連
は
、
こ
の

間
毎
月
の
博
多
駅
筑
紫
口

で
の
宣
伝
行
動
と
県
最
低

賃
金
審
議
会
に
対
し
て
意

見
書
を
提
出
し
、「
全
国

一
律
・
直
ち
に
時
間
額
１

０
０
０
円
以
上
に
」
の
団

体
署
名
を
72
組
合
・
１
８

０
１
人
分
を
提
出
し
要
請

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

全
国
加
重
平
均
で
は
、

２
０
１
６
年
度
の
８
２
３

円
か
ら
25
円
上
が
っ
て
８

４
８
円
と
な
り
ま
し
た

　

最
低
賃
金
法
で
は
、
地

域
別
最
低
賃
金
の
決
定
に

お
い
て
、「
生
活
保
護
に

係
る
施
策
と
の
整
合
性
に

配
慮
す
る
」
と
し
て
、
生

活
保
護
水
準
と
の
乖
離
が

な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
行
制
度
の

重
大
な
欠
点
は
、
全
国
一

律
で
な
い
こ
と
と
生
計
費

原
則
が
完
全
に
貫
か
れ
て

い
な
い
こ
と
で
す
。
単
に

生
活
保
護
と
の
比
較
と

い
っ
て
も
、
税
や
社
会
保

険
料
な
ど
の
負
担
を
考
慮

す
る
と
、
生
活
保
護
よ
り

最
低
賃
金
の
水
準
は
一
定

程
度
以
上
は
上
回
り
ま

労
働
人
口
流
出
で
社
会
問
題
化

円
、
年
間
１
６
４
万
５
５

３
８
円
に
し
か
な
ら
ず
、

働
い
て
も
ま
と
も
な
生
活

が
で
き
な
い
「
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
（
年
収
２
０
０
万

円
以
下
）」
か
ら
抜
け
出

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

福
岡
県
知
事
は
、
10
年

前
か
ら
「
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
に
関
す
る
意
見

書
」
を
国
に
提
出
し
「
思

い
切
っ
た
引
き
上
げ
を
是

非
と
も
実
施
す
べ
き
」
と

要
望
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
も
時
間
額
８
０
０
円
の

要
望
し
か
提
出
し
て
い
ま

せ
ん
。
福
岡
県
内
の
各
地

の
疲
弊
・
格
差
の
進
行
を

考
え
て
も
時
間
額
１
５
０

０
円
へ
の
引
き
上
げ
は
喫

緊
の
課
題
で
す
。

　

今
年
の
改
定
で
、
最
高

額
の
東
京
都
９
５
８
円
と

最
低
額
の
７
３
７
円
で

は
、
２
２
１
円
も
の
格
差

が
あ
り
、
昨
年
の
２
１
８

円
か
ら
さ
ら
に
格
差
が
拡

大
し
ま
し
た
。
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
最

低
賃
金
の
低
い
地
域
か
ら

高
い
大
都
市
へ
の
労
働
人

口
の
流
出
に
拍
車
を
か
け

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

ま
た
、
福
岡
県
の
最
低

賃
金
７
８
９
円
で
は
、
厚

生
労
働
省
が
算
定
基
準
と

し
て
い
る
月
１
７
３
．
８

時
間
（
週
40
時
間
フ
ル
に

働
い
た
時
の
月
平
均
時

間
）
働
い
た
と
し
て
も
、

月
に
１
３
万
７
１
２
８

低額改定低額改定！24！24円引き上げで円引き上げで789789円に円に
最低賃金改定

毎月博多駅で宣伝が行われています

本
当
の
戦
争
の
話
を
し
よ
う

本
当
の
戦
争
の
話
を
し
よ
う

  

世
界
の「
対
立
」を
仕
切
る

世
界
の「
対
立
」を
仕
切
る

伊
勢
﨑

伊
勢
﨑  

顕
治
顕
治  

著著

　

こ
の
本
は
、
２
０
１
２
年
に
、
筆
者
が

福
島
県
立
福
島
高
校
の
高
校
２
年
生
18
名

を
相
手
に
講
義
を
行
い
、
議
論
し
た
内
容

を
本
に
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
日
本
が
世

界
の
中
で
ど
う
位
置
を
占
め
て
い
る
の

か
、
憲
法
九
条
の
威
力
は
本
当
に
あ
る
の

か
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
以
来
、
日
本
が
ど
う

見
ら
れ
て
い
る
の
か
、
国
際
紛
争
の
様
々

な
ケ
ー
ス
と
解
決
の
方
法
、
ま
た
は
解
決

出
来
な
い
こ
と
、
戦
争
と
平
和
が
地
続
き

で
あ
る
こ
と
、
国
連
の
役
割
と
軍
事
的
な

関
わ
り
や
テ
ロ
リ
ス
ト
の
人
権
、
柔
ら
か

な
国
境
、
復
讐
の
連
鎖
な
ど
な
ど
、
自
ら

現
場
に
身
を
置
い
て
経
験
し
た
こ
と
か
ら

の
話
は
説
得
力
が
あ
り
、
解
り
や
す
く
一

気
に
読
ま
せ
ま
す
。

 

（
か
け
た
に　

は
じ
め
）

この本
おすすめ

朝日出版社
2015年1月刊
定価：1700円+税
※Amazon

ランク 都道府県 改　定最賃額
前年
度額 引上額

Ｃ 北海道 810 786 24

Ｃ 宮　城 772 748 24

Ａ 千　葉 868 842 26

Ａ 東　京 958 932 26

Ｂ 京　都 856 831 25

Ａ 大　阪 909 883 26

Ｂ 広　島 818 793 25

Ｃ 福　岡 789 765 24

Ｄ 佐　賀 737 715 22

Ｄ 大　分 737 715 22
47都道府県
加重平均 848 823 25
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九州北部水害救援共同センター発足式

福岡天神の警固公園に集う人々

今後の日程  10月2日㈪いかんよ貧困・福岡宣伝　10月10日㈫県社保協幹事会　10月11日㈬県労連４役会議　10月13日㈮労働相談ホットライン　10月16日㈪県労連幹事会　11月4日㈰機関紙学校　11月12日㈰いかんよ貧困・福岡第3回総会

九
州
北
部
豪
雨
災
害
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
を

玄海原発再稼働反対、川内原発今すぐ停止玄海原発再稼働反対、川内原発今すぐ停止
　
「
玄
海
原
発
再
稼
働
反

対
！
川
内
原
発
今
す
ぐ
停

止
！
」
を
求
め
て
、
8
月

27
日
に
福
岡
市
天
神
の
警

固
公
園
で
集
会
が
行
わ

れ
、
２
５
０
０
人
の
組
合

員
、
市
民
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

集
会
は
、
お
隣
の
国
の

韓
国
か
ら
30
人
が
参
加

し
、
代
表
し
て
周
京
采
さ

ん
（
汎
国
民
対
策
委
員
会

執
行
委
員
長
）
が
、
韓
国

に
お
け
る
原
発
廃
炉
の
運

動
の
進
展
に
つ
い
て
発

言
、
佐
賀
県
の
仲
秋
さ
ん

（
玄
海
原
発
対
策
住
民
会

議
顧
問
）、
鹿
児
島
県
の

未
来
に
希
望
灯
す

画
期
的
な
判
決

　

提
訴
か
ら
3
年
、
郵
政

ユ
ニ
オ
ン
組
合
員
で
あ
る

期
間
雇
用
社
員
３
名
が
原

告
と
な
っ
て
た
た
か
っ
た

「
労
契
法
20
条
裁
判
」

で
、
9
月
14
日
東
京
地
裁

は
、
日
本
郵
便
に
対
し
て

損
害
賠
償
を
命
じ
る
判
決

を
下
し
ま
し
た
。
住
居
手

当
や
夏
期
冬
期
休
暇
な
ど

を
不
合
理
な
相
違
と
認
め

る
「
日
本
の
非
正
規
労
働

者
の
未
来
に
希
望
を
灯

す
」
画
期
的
な
判
決
で

す
。
署
名
等
ご
支
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

日
本
郵
便
は
即
刻
控
訴

し
ま
し
た
。
た
た
か
い
は

続
き
ま
す
。
引
き
続
き
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

九
州
北
部
水
害
救
援
共

同
セ
ン
タ
ー
は
、
8
月
20

日
に
朝
倉
市
杷
木
・
原
鶴

温
泉
の
「
や
す
ら
ぎ
の
里

め
だ
か
」
の
中
に
、
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

常
駐
ス
タ
ッ
フ
も
揃
え
、

3
か
月
後
の
11
月
18
日
ま

で
を
目
途
に
、「
生
活
と

生
業
の
た
め
に
共
同
の
力

を
発
揮
し
よ
う
」
と
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
募
金
な
ど

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

9
月
18
日
ま
で
に
、
４
６

４
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

参
加
し
て
泥
出
し
や
聞
き

取
り
訪
問
活
動
な
ど
に
奮

闘
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
県

内
各
地
か
ら
役
員
・
組
合

員
が
参
加
し
た
の
を
は
じ

め
、
老
若
男
女
、
小
学
生

か
ら
高
校
生
、
大
学
生
な

ど
家
族
ぐ
る
み
で
参
加
。

　

原
水
禁
長
崎
大
会
の
帰

り
に
よ
っ
て
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
職
場
や
地
域
で

ま
と
ま
っ
て
参
加
な
ど
、

東
京
、
京
都
、
広
島
な
ど

を
は
じ
め
全
国
各
地
か
ら

も
参
加
。
議
員
さ
ん
も
共

産
党
を
は
じ
め
自
民
党

も
。
党
派
を
超
え
て
の
参

加
が
特
徴
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
み
な
さ
ん

の
力
を
必
要
で
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
呼
び
か
け
ま

す
。

上
原
さ
ん
（
川
内
原
発
建

設
反
対
連
絡
協
議
会
）、

北
九
州
市
の
棚
次
さ
ん

（
さ
よ
な
ら
原
発
！
北
九

州
連
絡
会
代
表
）
が
訴
え

ま
し
た
。

　

集
会
の
あ
と
参
加
者

は
、
九
電
本
社
ま
で
デ
モ

行
進
を
行
い
、
沿
道
の

人
々
に
玄
海
原
発
再
稼
働

反
対
を
訴
え
ま
し
た
。
九

電
本
社
前
で
抗
議
集
会
を

開
催
し
、
九
州
各
県
と
各

政
党
議
員
か
ら
連
帯
の
挨

拶
と
決
意
表
明
を
う
け
ま

し
た
。

８・27 集会に2500人が結集

　

10
月
１
日
か
ら
第
68

回
全
国
労
働
衛
生
週
間

が
始
ま
り
ま
す
。「
働
く

人
の
健
康
の
確
保
・
増

進
を
図
り　

快
適
に
働

く
こ
と
が
で
き
る
職
場

づ
く
り
に
取
り
組
む
週

間
」と
し
て
、昭
和
25
年

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
◆
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
何
故
か
【
働
き
方

改
革
で
見
直
そ
う　

み

ん
な
が
輝
く　

健
康
職

場
】
と
な
っ
て
い
ま
す

◆
現
在
の
労
働
者
の
健

康
問
題
を
見
る
と
、
病

気
を
治
療
し
な
が
ら
仕

事
を
し
て
い
る

方
は
、
労
働
人

口
の
３
人
に
１

人
と
多
数
を
占

め
る
。
病
気
を

理
由
に
仕
事
を

辞
め
ざ
る
を
得

な
い
方
々
や
、

仕
事
を
続
け
て

い
て
も
職
場
の

理
解
が
乏
し
い
な
ど
治

療
と
仕
事
の
両
立
が
困

難
な
状
況
に
直
面
し
て

い
る
方
々
も
多
い
、
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
◆
そ

ん
な
中
、
１
０
０
時
間

残
業
も
OK
と
言
う
「
働

き
方
改
革
」
が
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
な
る
の
は
理
解

で
き
ま
せ
ん
が
、
９
月

一
杯
は
準
備
期
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。日
頃

か
ら
、「
あ
の
職
員
こ
の

頃
元
気
が
無
い
が
」
と

感
じ
て
い
る
人
は
職
員

の
状
況
を
是
非
知
ら
せ

て
下
さ
い
。

全国労働衛生週間が
スタート（10月１日～）
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TEL/0946-63-8011　FAX/0946-63-8012　E-mail/0705volunteer@gmail.comお問い合せ

生
活
と
生
業
の
た
め
に
共
同
の
力
の
発
揮
を

生
活
と
生
業
の
た
め
に
共
同
の
力
の
発
揮
を

日
本
郵
便
20
条
裁
判

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
福
岡
県
協
議
会　

議
長　

後
藤 

靖
幸


